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withコロナ時代の新たなワークスタイル、ワークプレイス 
信用金庫店舗の木装化の効果検証、およびこどもの主体性を引き出す遊具の使われ方調査 
 
佐藤泰 
 
はじめに 
 新型コロナウィルスの流行により、従来の都心部に人が
密集するのが当たり前であったワークスタイルからの転
換が求められている。今回の調査研究では、これからのワ
ークスタイル、ワークプレイスの検討に資するものとして、
以下の 2 つの取り組みを行なった。 
１）信用金庫の木装化店舗における効果検証調査 
２）こどもの主体性を引き出す遊具の使われ方調査 
 
実施期間・内容などの概要を以下に示す。 
 
信用金庫の木装化店舗における効果検証調査 
・実施期間：2020 年 10 月〜2021 年 2 月 
・実施場所：県内の信用金庫の 4 店舗 
 
 今回調査を行なった信用金庫 (地方金融機関) という
対象施設では、精密さが必要な業務による職員のストレス
や来客者が抱く重圧感等が課題となる。加えて、ICT 化の
進展やコロナ禍を機に機運が高まったオンライン化の流
れを汲むと、地元の企業や住民を主な顧客とする信用金庫
の「店舗空間」は今後、簡単な手続きでなく「対面でのコ
ミュニケーション」の場として意義が高まる可能性がある。 
 他方で、調査対象店舗が主に立地する豊田市では市域の
7 割ほどを森林が占めており、この管理を適切に行なうた
めに地元産木材を積極活用し、林業を活性化することは、
地域としての課題のひとつであった。 
 そこで本研究では、信用金庫の特に来客スペースの印象
や窓口業務に従事する職員のストレス軽減などに対して、 
店舗木装化の効果検証を主な着眼点として、来客と職員へ
のアンケート調査を行なった。 
 木装化店舗と非木装化店舗の来客および職員アンケー
トの結果、得られた成果の一部を図-1、図-2に示す。 
 
 
図—1 木装/非木装店舗間の来客印象評価比較 
 
 
図—2 木装/非木装店舗間の職員印象評価比較 
 
 以上から、店舗木装化が来客の居心地向上や職員の接客
時のストレス軽減につながる可能性が示唆され、今後の信
用金庫店舗検討につながる知見が得られたと考える。 
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「気持ちいい」と「気持ちわるい」の錯覚論、メディアアートとの対話 
「注文の多い「からだの錯覚」の研究室展」におけるゲストトークの報告 
 
小鷹研理 
 
はじめに 
 2020 年 11 月 27 日より 3 日間にわたって、ナディアパ
ーク内の 3 つの会場を舞台に、小鷹研究室による「からだ
の錯覚」に関する展示（名古屋電映博 2020 注文の多い「か
らだの錯覚」の研究室展）を実施した。コロナ禍の状況で
はあったが、3 日間で約 200 人の集客があった。本展 2 日
目のスペシャルプログラムとして、メディアアートの分野
で活躍する二人のゲストを迎え、以下の要領でゲストトー
クを行った。 
 
開催日：2020 年 11 月 28 日（土）14:00〜17:00 
開催場所：7th Café（ナディアパーク 7F） 
登壇者：谷口暁彦、水野勝仁、小鷹研理 
主催：名古屋市文化振興事業団（青少年文化センター） 
協賛：名古屋市立大学・環境デザイン研究所 
参加人数：25 人 
 
ゲストトークはまず、各登壇者がトークテーマにまつわ
る短いプレゼンテーションを行った後に、自由にディスカ
ッションを行った。以下で、時系列に沿うかたちで、トー
クの要点をまとめる。 
 
趣旨説明（小鷹） 
 まず小鷹より、事前に研究室公式ページのブログで公開
していた記事に沿って、本ゲストトークの趣旨について要
約した。この中で、メディアアートにおける時代変遷に関
わる印象論として、2000 年代は「気持ちわるい」をノイ
ズとして処理し、（物理世界とメディア世界のシームレス
ネスに関わる）「気持ちいい」を最適化しようとする作品
ばかりがもてはやされていた一方で、2010 年以降では、
「気持ちいい」と「気持ちわるい」の相互のダイナミクス
こそが主題化されてきた、とするパースペクティブが提示
された。さらに、この種の「気持ちのいい」と「気持ちわ
るい」は、「からだの錯覚」において自己イメージを人工
物に投射する際に特徴的にみられる二つの主観的位相と
重なるものと考えられることを踏まえ、そうした観点から、
「からだの錯覚」と「メディアアート」を相互に接続しよ
うとする小鷹の企図について、メディアアート領域からの
応答を求めた。 
 
 
図 1 ポスターの案内 
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こどもの主体性を引き出す遊具の使われ方調査 
・実施期間：2020 年 9 月〜2021 年 2 月 
・実施場所：県内の幼稚園、こども園 2箇所 
 
 2018 年に改訂された保育所保育指針および幼稚園教育
要領で「主体的・対話的で深い学び」が保育園・幼稚園に
も導入されたことを機に、子どもたちの主体性を育もうと
取り組まれてきた。さらにコロナの影響でリモートワーク
が促進されたり社会的変化が激化したことで、今まで以上
に「大人の主体性」が必要となってきており、未来の大人
である子どもの教育環境もいま一度見直す必要がある。 
一方で、現代では子どもの安全面や協調性獲得などの視
点から、教育場面も画一的になりかねないことで、子ども
の主体性を奪ってはいないかという指摘もある。 
 こうした背景から、勉強よりも自由度の高い「遊び」場
面に着目して、「こどもの主体性を引き出す遊具（図-3）」
を実際に幼稚園やこども園に設置している企業と共同で、
遊具が設置されている園における観察調査やアンケート
調査を行ない、さらなる改善を検討することとした。 
調査概要は以下の通りである。 
 
１）遊具を設置した幼稚園での子どもの行動観察 
外遊びの様子に加えて、教室での様子を観察・撮影。 
＊外遊びに関しては適宜小型カメラを子どもに着用。 
２）遊具を設置した幼稚園の先生方へのアンケート 
新遊具の挿入による子どもたちの遊び方や行動の変化、
改善の余地等について園の先生方にアンケート。 
３）佐藤研でのブレインストーミング 
遊具の発案者や保育環境の研究者と、調査序盤の感想
を踏まえながら「主体性」についてディスカッション。 
 
まずは、上記 1)、2) の調査をパイロット調査として進
める過程で 3) のディスカッションを並行して行ない、「主
体性」とは何か？ について次の 3 点を考えた。 
 
 
 
図—3 進行中の遊具のイメージ図 （出典 『ファミリーガーデ
ン — 子供たちの庭・家族の庭』 バニー・ギネス） 
 
 
 
 現在、上記を踏まえて現地での行動観察を進め、物理的
資源（遊具）と子どもの活動の関係や、そこから日常場面
への波及効果などを検証している。 
またこの取り組みは、大人（先生方）が子どもたちの活
動の変化を目にすることで子どもたちの可能性に気づい
ていくという効果にも期待しており、子どもたちと大人の
双方が、自分自身や新たな可能性と向き合えるきっかけと
なることも目指していきたい。 
 
おわりにー成果と課題ー 
今回、信用金庫の木装化店舗調査では、働く場の心理的
効果に着目した。また遊具の調査では、これからの with
コロナ時代、働く場が多様化・分散化してもそれらを使い
こなせるような「働く人」の土台として、幼児を対象とし
た調査を行なった。引き続き、「働く」と「ひと」、それを
取り巻く「空間」についてさらなる検討を進めていきたい。
a. 自ら行動を起こす、意思表示する 
 (単なる自由でなく考えて選択/判断する必要がある)  
b. 子ども同士でコミュニケーションをとる 
 (大人の働きかけは必要だが、そのさじ加減が重要) 
c. 目の前のことに対して集中する、考える 
 (自分のやりたいことに落ち着いて向き合える) 
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